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■主な経歴

■活動のビジョン

■自身が関わった活動・作品・現場の概要
■おすすめ景観

■自身が考える都市デザイン、まちづくり等の課題と解決策等

■所属等小早谷信之
標プランニング 　

Email：no-kohayatani@tim.hi-ho.ne.jp
〒335-0021埼玉県戸田市新曽1469-1-107
TEL 080-5447-6647

Nobuyuki Kohayatani 　1970(昭和45)年　生まれ
　1992(平成04)年　東北工業大学工業意匠学科卒
　1992(平成04)年　株式会社エフアンドエフ入社
　2003(平成15)年　株式会社F.PLUS
　2006(平成18)年　株式会社アーテック
　2012(平成24)年　標プランニング

　都市環境デザイン会議正会員　[事業委員]

1　小田原駅東西自由連絡通路案内誘導システム
     サイン計画・サインデザイン担当
　  2000年(小田原市広域交流拠点整備課)

2　鹿児島市観光案内板リニューアル計画
     サイン計画・サインデザイン担当
     2003年(鹿児島市観光課）

3　大洲城天守閣復元工事に伴うサイン工事
     サイングラフィック担当
　  2004年(大洲市商工観光課）

　私はこれまで主に公共空間、建築のサインに関
連したサイン計画およびデザイン業務を設計事務
所やメーカーの立場で携わってまいりました。
　サインは現在、様々な媒体を介した情報発信装
置として細分化し、街の景観や人の行動の中に取
り込まれて機能しておりますが、そんな中で新し
い技術も踏まえ公共空間のサインを提案します。
　また、このＪＵＤＩという専門家集団との交流
を通して、よりよい都市環境へ貢献に繋がればと
考えております。

　震災後、防災意識が高まる中で、避難誘導系サ
インの割合が増えてきたように思います。
　連続性と機能性が優先されるため数量も多く、
景観面での影響が課題となると思います。
　サインの性格上、広域整備の必要性が高いこと
から情報・配置・デザインをコントロールするサ
イン計画の効果は高いのではないかと考えており
ます。整備段階では制約が多い面もあるため、よ
り上位(まちづくりや防災計画の段階)での参画が
望ましいと思います。

種子島宇宙センター
（鹿児島県熊毛郡南種子町）

　技術の粋を集めたロケットを
発射する為の施設群は、とてつ
もなく美しい海岸線と手入れさ
れた南国の植生の中に点在し、
独特の景観を生み出しておりま
す。そして、どこかノスタルジ
ーを感じるサインやモニュメン
ト…。不思議な「宇宙に近い
島」でした。
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